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今
期
も
組
合
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
無
事
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
一
年
の
活
動

を
振
り
返
り
ま
す
。
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
は
何
と
言
っ
て
も
所
属
長
交
渉
！
例
年
通
り
３
回
行
い
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
の
交
渉
だ
ろ
う
と
冒
頭
は
全
て
ワ
ン

パ
タ
ー
ン
で
押
し
ま
し
た
。「
何
事
に
も
丁
寧
な
現
場
へ
の
職
場
説
明
を
求
め
る
」
こ
の
一
点
で
す
。
つ
い
で
に
、「
上
局
か
ら
現

場
へ
の
指
示
に
つ
い
て
は
、
部
長
・
課
長
・
先
任
に
は
そ
れ
ぞ
れ
裁
量
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
現
場
の
実
情
に
応
じ
工
夫
し
て
お
ろ

し
て
欲
し
い
」
と
念
押
し
。
コ
コ
の
言
質
を
し
っ
か
り
取
れ
ば
、
現
場
の
問
題
は
な
ん
と
か
乗
り
切
れ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
次
第

で
す
。

　

様
々
な
場
面
で
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
私
の
奥
様
や
娘
が
同
僚
だ
っ
た
ら
？
と
妄
想
す

る
と
こ
ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
管
技
は
男
ば
っ
か
り
で
・
・
・
女
性
交
流
集
会
の
講
演
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

東
管
の
廊
下
で
は
新
人
の
方
か
ら
再
任
用
の
大
先
輩
ま
で
、
老
若
男
女
様
々
な
人
々
と
す
れ
違
い
ま
す
。
み
ん
な
約　

年
は
勤
め

る
大
切
な
職
場
で
す
か
ら
、
消
耗
す
る
だ
け
の
職
場
じ
ゃ
な
く
て
、
み
ん
な
が
元
気
な
オ
ッ
サ
ン
と
オ
バ
サ
ン
で
退
職
で
き
る
環

境
が
良
い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
！

　

職
種
別
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
副
支
部
長
が
幾
度
と
な
く
先
任
と
折
衝
を
繰
り
返
す
こ
と
で
現
場
の
声
を
キ
チ
ン
と
届
け
ま
し

た
。
同
様
に
職
場
環
境
に
つ
い
て
は
、
書
記
長
が
課
長
と
や
り
取
り
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
支
部
役
員
を
ソ
フ
ト
？
に

突
き
上
げ
て
ネ
タ
を
提
供
し
て
下
さ
い
。
当
面
の
課
題
は
、
折
衝
内
容
を
ど
の
よ
う
な
形
で
皆
様
へ
お
伝
え
し
た
ら
い
い
か
。
こ

の
点
は
来
季
の
課
題
と
し
て
引
き
継
ぎ
ま
す
（
も
っ
た
い
な
い
！
）。
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反
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管
制
支
部
と
し
て
外
に
出
る
と
き
は
、
定
員
削
減
絶
対
反
対
を
基
本
に
「
公
務
員
、
増
や
し
て
も
い
い
よ
ね
」
と
一
人
で
も
多

く
の
方
に
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に
活
動
し
ま
し
た
。
世
間
一
般
の
方
々
に
共
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
ベ
ス
ト
な
の
で
す
が
、
エ
ア

ラ
イ
ン
・
タ
ク
シ
ー
・
ト
ラ
ッ
ク
・
鉄
道
等
交
通
に
関
わ
る
人
々
に
だ
け
は
最
低
で
も
共
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
安
全
会
議
と

首
都
圏
交
運
共
闘
へ
注
力
し
ま
し
た
。

　

組
織
強
化
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
支
部
が
職
場
の
課
題
に
と
り
く
み
、
そ
の
上
で
組
織
率
を
あ
げ
て
い
け
れ
ば
と

考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
私
を
含
め
支
部
役
員
の
ス
キ
ル
を
継
続
的
に
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
一
方
で
、
毎
年
約

半
数
の
役
員
が
交
代
し
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
こ
そ
が
航
空
職
場
の
強
さ
だ
と
思
う
の
で
す
。
多
く
の
役
員
経
験
者
に
支
え
ら
れ

管
制
支
部
は
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
皆
様
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
、
退
任
に
あ
た
り
一
年
を
振
り
返
り
ま
し
た
が
も
し
か
し
た
ら
続
投
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き
は
新
任
挨
拶
に

上
記
を
コ
ピ
ペ
で
使
い
ま
わ
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
（
笑
）。

　

一
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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２
０
１
８
年
７
月
10
日
、
当
部
第
４

会
議
室
に
て
所
属
長
交
渉
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
な
お
、
現
執
行
体
制
で
行
わ
れ
る
最

後
の
交
渉
に
な
り
ま
す
。
管
制
支
部
の

主
な
要
求
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
、
賃
金
の
改
善
等
に
つ
い
て

２
、
定
員
外
職
員
（
非
常
勤
職
員
）
の

処
遇
改
善
、
任
用
に
つ
い
て

３
、
職
場
実
態
に
見
合
っ
た
増
員
に
つ

い
て

４
、
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て

５
、
休
暇
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

６
、
健
康
・
安
全
確
保
、
母
性
保
護
等

に
つ
い
て

７
、
管
制
、
管
技
の
職
種
別
の
要
求

８
、
支
部
独
自
の
要
求
（
職
場
環
境
改

善
に
つ
い
て
）

２
０
１
８
年
所
属
長
交
渉

　
各
要
求
を
行
う
前
に
部
長
が
交
代
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
安
附
支
部
長
よ

り
金
子
部
長
に
対
し
、「
情
報
共
有
と

丁
寧
な
職
場
説
明
」
を
行
う
こ
と
を
要

求
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
要
求
の
回
答
は
以
下
の
通

り
で
し
た
。

１
、
公
務
員
賃
金
の
大
幅
増
額
に
つ
い

て
は
、
政
府
の
一
員
で
あ
る
以
上
決
定

に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
現
場
の
士

気
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
ど
う
向
上
さ
せ
て
い
く
か

が
、
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
職
員
の
処

遇
改
善
を
含
め
努
力
し
て
い
く
。

　
住
居
手
当
に
関
し
て
、
大
都
市
の
実

情
、
単
身
赴
任
の
職
員
の
方
の
実
情
、

民
間
の
実
態
に
応
じ
て
支
給
要
件
の
緩

和
、
ま
た
は
増
額
に
つ
き
人
事
院
と
交

渉
し
て
い
る
。
宿
舎
に
関
し
て
は
国
家

公
務
員
宿
舎
削
減
計
画
に
よ
り
非
常
に

厳
し
い
状
況
と
理
解
し
て
い
る
が
、
状

況
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
さ
ん

の
負
担
が
軽
減
す
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
く
。

　
単
身
赴
任
手
当
に
つ
い
て
、
手
当
の

増
額
は
、
全
国
転
勤
が
前
提
の
こ
の
職

場
に
と
っ
て
経
済
的
に
精
神
的
に
負
担

を
軽
減
す
る
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。
２
０
１
５
年
（
平
成
27
年
度
）
に

一
定
の
改
善
が
み
ら
れ
た
が
、
ま
だ
十

分
で
は
な
い
。
今
後
も
二
重
生
活
で
の

経
済
的
、
精
神
的
負
担
を
軽
減
す
べ
く

要
望
し
て
い
き
た
い
。

　
通
勤
手
当
に
つ
い
て
、
交
代
性
勤
務

で
自
動
車
等
を
利
用
し
て
い
る
職
員
が

多
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
自
己
負

担
額
が
減
ら
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
。

２
、
定
員
外
職
員
に
つ
い
て
、
制
度
が

ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
認
識

し
て
い
る
。
公
正
な
処
遇
に
な
る
よ
う

上
申
す
る
。

３
、
交
通
量
が
毎
年
増
加
し
、
過
去
最

高
を
更
新
し
続
け
て
い
る
実
情
を
幹
部

も
認
識
し
て
い
る
。
上
空
の
安
全
を
守

る
と
い
う
使
命
に
対
し
て
必
要
な
人
員

確
保
で
き
る
よ
う
、
地
道
に
上
局
と
掛

け
合
い
、
出
来
る
限
り
皆
さ
ん
の
要
望

に
沿
え
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

４
、
現
役
時
代
（
再
任
用
前
）
と
仕
事

内
容
は
同
じ
だ
が
そ
れ
に
見
合
っ
た
処

部長に要求書を提出しました
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遇
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
と
私
た
ち
も
認
識

し
て
い
る
。
特
に
、
定
年
直
前
の
給
料

と
の
格
差
は
非
常
に
大
き
い
。
年
金
支

給
年
ま
で
の
無
給
期
間
の
不
安
等
も
当

然
あ
る
と
思
う
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

上
で
、
職
責
に
あ
っ
た
賃
金
に
す
べ
き

だ
と
考
え
て
お
り
、
執
行
部
と
同
じ
考

え
で
あ
る
。
現
役
職
員
の
士
気
の
低
下

に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
為
、
処
遇
改

善
を
引
き
続
き
上
申
し
て
い
き
た
い
。

５
、
輪
番
勤
務
で
あ
る
管
制
官
に
と
っ

て
要
員
が
少
な
い
中
、
現
行
の
３
か
月

間
で
夏
休
み
３
日
連
続
取
得
が
難
し
い

旨
は
認
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
取
得

期
間
の
拡
大
は
制
度
設
計
そ
の
も
の
に

踏
み
込
む
の
で
、
自
分
達
の
代
だ
け
で

改
善
に
つ
な
げ
る
の
は
難
し
い
。
管
制

官
の
特
殊
性
を
訴
え
た
り
、
他
官
署
と

足
並
み
を
揃
え
て
要
求
を
し
て
い
け
ば

理
解
を
得
や
す
く
効
果
的
か
も
し
れ
な

い
。現
段
階
で
の
即
改
善
は
難
し
い
が
、

要
求
方
法
も
引
き
続
き
勉
強
し
て
い
き

た
い
。

６
、
産
前
産
後
休
暇
の
期
間
延
長
要
求

に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
の
要
求
で
あ

り
、
そ
れ
が
職
員
の
福
利
厚
生
の
充
実

に
繋
が
る
事
も
認
識
し
て
い
る
。

　
育
児
休
暇
期
間
は
無
給
の
た
め
代
替

要
員
を
要
求
で
き
る
が
、
産
前
産
後
休

暇
は
特
別
休
暇
で
有
給
と
な
る
た
め
、

代
替
要
員
を
要
求
す
る
こ
と
は
予
算
の

制
度
上
、
非
常
に
難
し
い
。
全
体
的
な

バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、要
求
の
仕
方
・

方
法
を
引
き
続
き
勉
強
し
て
い
き
た

い
。

　
ま
た
、
国
交
省
と
し
て
も
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
、
働
き
方
改
革
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
両
立
支

援
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
や
子
育
て
両
立
申

告
書
等
を
導
入
し
て
い
る
。
育
児
や
介

護
が
発
生
し
そ
う
な
職
員
の
状
況
を
、

適
切
な
時
期
に
把
握
で
き
る
仕
組
み
を

整
え
、
早
い
段
階
で
最
善
の
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
結
局
は
増

員
が
解
決
策
だ
と
考
え
て
い
る
。
引
き

続
き
増
員
を
要
求
し
て
い
く
。

７
、
管
制
技
術
官
の
要
求
と
し
て
は
、

職
務
評
価
に
対
し
て
の
待
遇
改
善
と
、

職
務
の
困
難
性
を
考
え
て
、
級
別
定
数

や
俸
給
調
整
額
、
諸
手
当
等
の
改
定
を

要
求
し
た
。

　
管
制
職
場
の
要
求
は
長
期
在
職
者
の

異
動
も
考
慮
し
た
要
員
配
置
と
資
格
数

の
確
保
で
あ
る
。

８
、
支
部
独
自
の
要
求
と
し
て
、
①
寝

具
の
交
換
　
②
う
が
い
薬
の
常
設
　
③

多
目
的
室
の
移
設
を
要
求
し
た
。
①
に

つ
い
て
予
算
の
範
囲
で
随
時
更
新
し
て

い
く
。
②
に
つ
い
て
予
算
の
問
題
で
通

年
設
置
は
難
し
い
。
③
に
つ
い
て
東
京

航
空
局
に
依
頼
済
み
と
の
こ
と
だ
っ

た
。

　
所
属
長
交
渉
へ
の
出
席
は
今
回
が
初

め
て
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の

要
求
を
直
で
伝
え
ら
れ
る
大
切
な
会
議

だ
と
感
じ
た
。

　
今
後
も
私
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い

形
と
な
っ
て
返
っ
て
く
る
こ
と
を
願
い

諦
め
ず
要
求
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

�

（
執
行
役
員

　
Ｃ
―
４
Ｃ
下
野
） 交渉会議の様子
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　ハーイ、みなさま！ごきげんよう。

　みなさんはお休みの日って何をなさってるんですか？歌ったり踊ったりですか？筆者は

K-POPに合わせてガンガン踊っていますよ！もうそれはそれはスゴイんだから。お見せ出来

なくて大変残念です…。

　さて、そんなことを言っている間に、航空管制

支部の「2017年度」が８月にて終了することに

なりました。え？まだ2017年とか言っちゃって

いるの？というそこのあなた！執行部の代変わ

りは、年に一度の定期大会のあと。そう、８月な

のです。今月もまた組合について詳しくなっちゃ

いましたね。イイ感じですよ。そのまま執行部ま

で突き進んで下さい！

　というわけで、今月は「まりこの執行委員としての１年」を、超簡単に振り返ります。

◆2017年８月　航空管制支部定期大会

　物語はすべてここから始まった。「書記次長ってなに？書記長の次にエラいのかなあ？でも

４人もいるから、そんなことはなさそうだニャー。」結局書記次長は「なんでも屋（雑用係）」

だということに、そのときはまだ気づく由もなかった。

◆2018年１月　旗開き

　準備がマジで大変すぎて、パニック。「門田

書記長、忙しそうですから私が責任者を引き

受けましょう！」なんて言わなきゃよかった。

だがしかし、執行委員のみなさんの温かい励

ましがあり、大成功。雑煮うまし！来場者多

数！私は結局、来ない来賓をずーっと待ちぼ

うけ（涙）。

♪まりこの部屋♪ 第７回
＜まりこの１年間の活動報告★　編＞

バイバイ！門田前書記長

足に「ボルト」が入っていた川田書記次長と
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◆２月　全国青年運動推進会議

　初めて全国会議の場で発言（チョーキンチョー）。懇

親会にて北海道運輸支部の青年部長さんとお話をする。

「うちの青年部は32歳で卒業なんすよ。」ゲッ！私、も

うとっくに青年じゃないじゃん！チーン…。

◆４月　航空部門委員会

　前回よりも大きな場で発言をするという大役を仰せ

つかる。「いろんな意味で震える」一日となった。改め

て自分の膀胱の強さを確信。（なんのことかわからない

方は、お近くの執行委員までお尋ねください）

◆５月　女性運動推進全国会議

　「定員外職員の女性も、私たちと同じ女性として働く

職員の仲間です。私たちと同じように休みが取れるようにして下さい！」と訴えたところ、「あ

なたが発言してくれたから、私たちも自分たちの休みの権利について自信を持って発言出来ま

した。ありがとう。」と、とある定員外職員さんに感謝される。さらに懇親会において、「あな

たがあのまりこの部屋の方？」と、なぜか本部の方に握手を求められる。うれしい一日となった。

　本当はあと5000文字位書きたいのですが、そ

のような暴挙は相当な「読者離れ半端ない」が

予想されますので、やめておきます。

　「いつも私たちのために、ありがとうございま

す。」と組合員の方に言われたとき、涙がちょちょ

切れそうになりました。

執行委員やっててよかったです★

　この一年、つらいことや苦しいこともありました。でも

それ以上に、得られたものがたくさんありました。困った

ときはいつも仲間が助けてくれました。本当に感謝の気持

ちでいっぱいです。人のやさしさが身に染みた一年でした

（鬼の目にも涙）。←悪口を言った人、誰ですか？

　来期も楽しく、みなさんと共に歩んでいきたいと思って

います。それではごきげんよう★

 （書記次長　Ｃ－２A飛田まり子）

同期の仲間がいっぱい

中川新書記長とゆかいな仲間たち

来期も「前」だけを見て
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　前回はなんと山に入るまでで終わってしまったNZ旅行記。果たして無事に帰れるのか、そ

して今回で完結できるのか？以下、３月19日の夜半からレポートです。

＜心安らかに眠りたい＞
夜半２時ごろ、雨が屋根を叩く音で目が覚めました。予報通りの強雨と風で、音が緩急をつけ

て響きます。オーケストラか。４時間後にはこの風雨のなか、遥か彼方の山小屋にむけて歩き

始めなければいけないのに、音は一向に弱まらず。なぜ二段ベッドの上に寝てしまったんでしょ

う。

　引き返して帰る手段は無いものかと考えても、難しい。入り口のディバイドには路線バスが

通っておらず、トレッキングする人が行きと帰りのバスを予約するシステム。電波の通じない

山中では予約する手段がありません。私たちを運んでくれたミルフォード・サウンド行きのバ

スは、本来であればディバイドを時速50キロで通過するはずのバスで、昨日降ろしてもらえた

のは事前にお願いしていたから。残った手段はヒッチハイク。ハードルが高すぎます。予約し

たのは、ディバイドとは反対側、ここから26キロ先の出口からクイーンズタウンに帰るバスだ

けなのです。

　ほとんど眠れないまま、朝６時のアラーム。ハウデンハット

の暗い大部屋を出てキッチンに降りると、弟は着替えと荷造り

をほぼ終え、朝食の準備を始めていました。さすが、元ラガー

マン現ダンサー、寝起きの素早さと体力に定評があります。で

も、いつもはひょうきんな弟の顔が、少し強張っているのが暗

がりの中でもみてとれました。

　雨具を着て外に出てみると、しかし、音で想像したよりは雨

足が強くありません。山小屋の屋根が音の出やすい素材だった

のかも。雨具をつければ歩いて行けそうな気がします。決して

快適ではないけれど、雷と雹に襲われた半年前の登山と比べれ

ば随分とマシです。雷の予報はない、装備も整えた。ラスクとスープを食べて、気力を回復。

行こう、と声をかけました。

　朝７時、東の山に遮られて朝日は見えません。前を行く弟が懐中電灯を右手に。後ろの私が

ヘッドライトを装着。２日目の行程、23kmを歩き始めました。

現ダンサーの弟：康平

ニュージーランド　～ポキっと紀行～
＜第２話＞
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＜生き残りたい＞
　暗い中、山を歩くのは初めてでした。左手に広がる森は日本と同じ温帯雨林で、どこか馴染

みのある光景でしたが、暗さと雨のために先が見通せません。正しい道を進んでいるのかどう

か、地図とコンパスを確認しながら進みます。

　雨中の行軍で問題となったのは山からの雨でした。右手の山から左手の森に向かって雨水が

幾本もの川になっています。川は１、２メートルほどの幅があり、川の中の濡れた石をどう足

場にして渡るか、見極めるのに集中しなければなりません。歩くことに必死で、途中の大きな

滝以外の写真は撮れませんでした。

　滝は雨のために水量が多く、大迫力。観光船の時は楽しめたはずなのに、その時はただただ、

大自然に畏怖の念を抱きました。

　午前10時、岩肌と森が途切れ、山間に低木が茂る開けた土地に出ました。その真ん中にある

のがマッキンゼーハット、最初の目的地です。１泊目にこのハットが予約できれば、２日目の

行程を短くできたのですが、今更言っても仕方

ありません。早めの食事休憩を取り、残りの道

のりを歩き切るための英気を養いました。

　マッキンゼーハットを出発して、目の前の丘

を越えたとき、突然、下から突風が吹き、前を

歩いていた弟の上体が崩れました。あまりの強

風に私もよろめきながら、弟と荷物にしがみつ

いて、飛ばされないように耐えました。突風は

収まっても、風は強いまま。丘の向こうは谷に

なっていて、その底から雨を巻き込んだ強風が アーランドフォール（175m）

（黒い点線は登山道、この地図はニュージーランド自然保護局のHP https://www.doc.govt.nz/ より
引用しています。）
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吹き上げていました。 風に耐えながら前の情景を見ると、黄緑色の丘と、深緑の谷底の間を、

白い道がすーっと通っていて、それが霧と雲の合間から姿を見せては隠れていきます。これが

ラピュタか。ある意味で、天国に一番近い場所のようです。ここから先は、風を遮る森も山も

ないところを、暴風雨の中歩かねばならないのだから。

　弟には二人分の寝袋を背負ってもらっていて、強風がその大きな荷物に直撃すると体が持っ

ていかれそうになります。私も弟の荷物を掴んで支えるのですが、弟はその度に、荷物を風除

けにしてるんだろ？と言ってきます。精一杯の軽口でした。

　この行程は必死に、生き残ることだけを考えて歩きました。谷底は見ないようにして、足元と、

先の道を見るようにする。怖いと思った時には、無事に山歩きが終わるイメージを持つように

する。風が強い時には、座って体制を整えて、無理はしない。水休憩は忘れずに。途中の写真

は一切撮れませんでした。バックからカメラを取り出すことすら難しく感じたのです。

　止まったら、死ぬ。懸命に歩いて、午後２時頃。頂上の避難小屋に、やっとの思いでたどり

着きました。

  

＜生き残ったのか＞
　避難小屋には軽装備のカップルがいて、バケットとチーズとハムを拡げていました。まさか

嵐の先の避難小屋で、優雅な午後のひとときを楽しむ人にお会いするとは思っていませんでし

た。聞くと、私たちとは逆の方向から歩いてきたといいます。ここは風が強いけど、僕たちが

来た道はそうでもなかったよ、と教えてくれました。

　神のお告げのようでした。これ以上大変なことはないんだ！生きてハットに着けるんだ！も

う歩けないと思った体に、少し力が戻ります。

　避難小屋から出て、最後の丘を超えると、風が本当に収まりました。眼下に低木と草の生え

た原っぱと、岩がゴツゴツ出ているような道が見えます。下りの道です。雨は小降り。濡れた

岩は滑りやすいので腰を低くしながら慎重に進みました。疲れのためか、時折滑りましたが、

大きいお尻がクッションになってくれるので大丈夫。大変だけど、気分は晴れやかでした。途

中で同じ方向に歩くガイド付きの団体に合流でき、さらに心強くなりました。

　午後４時頃、先を歩いていた団体客が山小屋を見つけて、歓声をあげました。３つ目の山小

－マッキンゼーハットでの風景－ －山小屋での現実逃避－



（11）

屋、滝のそばにあるフォールズハットです。団体客はここをベースキャンプにしているようで、

素早く下って帰って行きました。私たちもここを２泊目に予約できればよかったのですが、今

更です。少し休ませてもらおうかと覗いたのですが、すでにトレッキングを終えた人々がたく

さんいて、装備を脱いだり飲み物を飲んだりしています。邪魔をするのは悪いと思い、軽く座っ

てからすぐに出発することにしました。幸い、私たちが目指す場所を示す標識はすぐ見つかり

ました。

　Routeburn Flats Hut ←１hr

　ここまで、休憩を含めて所要時間９時間、踏破距離20km。あと１時間、歩くだけだ！と勇

気をもらいました。

＜生き残ったのに＞
　フラットハットまでの道は坂になっていて、コース上で一番整備された道でした。森の中で

したが、雨は小降りになっていて、空は明るく、最初の道と比べれば気楽に進むことができま

した。道には木々から紅葉して落ちた、小さな黄色い葉っぱがたくさん落ちていました。南半

球はこれから秋だな、と実感します。

　時折、フォールズハットの方向から、トレイルランをしていると思しき人がやって来て、私

たちの横を颯爽と走り抜けて行きました。荷物はほとんど持たずに走れるのを羨ましく感じま

す。弟は坂道を足取り軽快に下りながら、時折止まって後ろの私を待ちます。

　坂道が長く続くと、濡れた靴の中で足が前の方にずれて行き、つま先が辛く感じるようにな

りました。転ばないように足に力を入れますが、長時間歩いた足がストライキを起こしそうな

気配を感じ、少しずつ下るペースが上がっていきました。

　ちょうど１時間ほど歩いたころ、フォールズハットはこちら、という標識が見えました。先
には階段のない坂が続いていて、左に曲がるその角で弟が待っています。

　「夕飯はさー、ベーコン焼いてスープに入れようねー。」
　「最後の晩餐だから、残りの食べ物全部入れようぜー。」
　話しながら歩みをすすめ、目の前で待つ弟まで、あと一歩というその時、私の右足が内側に

滑り、体が大きく崩れ、箸を横に割ったような、ポキっという軽い音が聞こえました。

　次号に続きます。 （Ｃ－６Ｂ　加島）

－雨のルートバーン・トラック－



８月号の答え

「コウカテキメン」

 所属：      名前：               

答えを書き込んで、組合室入口横の赤いポストに 

入れてください。所属と名前を忘れると０点です！ 

正解者の中から、抽選で５名の方に 

QUO カード（500 円分）をプレゼントします。  

締め切り：１０月 20 日 17 時

今回は初級です。 

じっくり 

考えてください。

―７月号の当選者－

Ｃ－１Ａ 大森雄介

Ｃ－２Ｃ 永井暁子

Ｃ－３Ｃ 細川淑子

Ｃ－４Ａ 徳田まどか

８名中正解者４名でした！

おめでとうございます☆
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答えは、組合室前銀のポスト横の封筒内にある用紙へ、
職場名及び氏名をご記入いただき、10月15日までに「いるま投函箱」まで！

問 題

2017年度執行部で一年間発行してきました月刊いるま、

その中でも大人気シリーズ『まりこの部屋』の第一回で

七変化可能な女優まりこが扮した女性は誰でしょうか？

最後はサービス問題です！

まり子の部屋どこかで聞いたことあるような・・・ルールル♪

正解者の中から抽選で10名の方へクオカードを進呈！
当選者の発表は、支部組合室前に10月20日以降に掲示いたします。

＊としまえんチケット販売終了に伴い行ってまいりましたが
　組合財政難およびもっと多くの組合員に還元できる方法に移行するため
　今月が最終回となります。多くの方のご参加ありがとうございました！

～前回の答え～

航空管制支部は
全部で何職場あるでしょうか？

職場委員のみなさま
いつもありがとうございます！

答え：27職場
～27職場分の配布ボックス～
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月刊いるま　９月号－　Vol.925

　国土交通労働組合航空管制支部　　埼玉県所沢市並木１－12 　　℡：04－2992－1189
　　　　月刊いるま編集部　E-Mail : koukukansei.iruma@gmail.com

編集後記
最近、チェキを買いました。すぐに手軽にプリン

トできるのが魅力です。� ぼうず

特技と言っちゃなんですがエナジードリンク飲ん

で爆睡できます。� ハザマ

グミとかゼリーとかプルンプルン系の甘味が好き

なんですがあまり賛同を得られません。� べー

夏って毎年こんな暑かったっけ？冷房なしでは寝

られません…� バルス

喫茶室の自販機に「五目おにぎり＆からあげ」が

復活して嬉しいです。今まで「焼きおにぎり」と

「からあげチキン」を１箱ずつ食べていました。

� マリン

【今月の表紙】
中秋の名月は月を跨ぐことがあるみたいですね。

去年の中秋の名月は10月４日だったにもかかわら

ず９月号の表紙に「月」を持ってきてしまったの

で、今回は初秋のモチーフということで秋桜とワ

ンちゃんにしました。

ちなみに今年の中秋の名月は９月24日らしいで

す。来月もよろしくお願いします。

� ぼうず

―航空管制支部組織率－

87.0%
（組合員数389人／

職員数447人）

2018年９月１日時点


